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Nr. 4 100 99.4 100 0 
Nr 5 100 101.2 1012 
Nr. 6 100 101.2 100.5 
Nr. 7 100 99.4 100.0 


































モルモツト番号 静 Jl.J~ 脈 血
Nr. 11 100 100.5 
竺正f守
Nr. 12 100 99.0 
’・．
Nr. 13 100 101.1 
































































































































31 100 1213 122.0 
32 100 127.0 127.9 
33 100 120.7 1211 
34 100 116.8 117.0 
35 100 117.7 117.3 
36 100 127.8 128.l 
37 , 100 122.4、 122.7 
38 100 120.2 119.8 
39 100 120.6 1210 
40 100 1219 1224 
41 100 123.8 123.4 
42 100 124.1 125.0 
43 100 122,2 123,6 
44 100 124.1 123、0












































































31 100 108.9 120.7 125.2 128.2 
32 100 113.2 122.0 126.4 134.6 11 117.6 
33 100 114.3 125.5 127.3 132.3 117.4 116.8 
34 100 112.4 120.5 126.1 131.l 118.0 117.4 
35 100 109.8 120.2 123 3 130.7 116.0 116.6 
36 100 1127 1225 126.1 135.9 122 5 1211 
37 100 112.l 125.7 127.9 134.3 117.9 118.6 
38 100 112.1 127.7 129.l 134.0 117.7 118.4 
39 100 107.3 122.5 125.2 131. l 119.2 118.5 
40 100 112.7 122.0 127.3 134.7 120.0 119.3 
41 100 110.5 122.2 126.8 132.7 119.0 119.6 
42 100 112.9 1206 123.2 131 6 120.6 120.0 
43 100 113.7 133.l 118.5 117.7 
44 100 108.7 120. 127.8 132.2 118.3 119.1 
45 100 108.1 120. .123.5 133.1 117.6 118.4 
2jl. 100 111.3 122.2 肌 1[132.6 118.6 118.6 


































結栄と大体よ くー 欽して居る． 4. 此喋肝，牌，骨髄に比し肺組織の含有する先天
即ちオプソニン合平王室は肝（1,418）＞鵬11三ES）；：；柿 性の抗結核菌崎容素量の｛釜綾なることが注目される．















































守r-.,~ 阿後耐lfi＊－~日 1 肝7有 防！左
no.1 101.0 
前血清増容率対照（カルボーyレ食塩水）：前血清＝
17. 0: 18.8= 100: 110.6.故iにおj血清：後血清＝110.6 
: 11J.3=100 : 100.6. 
:1牌 I~：~ I ・ ~：~I ~~：~I幻l.01125.0l ！ l ］ 丸0 
f一土｜ ~：~ I ：：~I ~~：：I-Zl. 
11 I右肺｜ ~：： I ~：~ I ~：： 19. 6. l 1 111.0 1. ； .0 
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抗原航路）I ;,'v"'7 ~II 右同州方．蹄圧開放
Nr. 66 ldO 101.0 
Nr. 67 100 IO:J.8 。5
Nr. 69 100 100.8 
（平均） 1()0 1()0.9 
Nr. 46 100 102.l 
Nr. 48 100 102.0 
I.O 
Nr. 49 100 101 7 
（平均） 100 101.9 
Nr. 50 100 1028 
Nr. 51 100 102.4 
1 5 
Nr. 54 100 102.7 
（平均） 100 102.6 
Nr. 63 100 103.0 
Nr. 64 100 102.9 
1.8 
Nr. 65 100 102.2 
（平均） 100 102.7 
Nr. 55 100 103.2 
Nr. 56 100 103.3 
2.0 
Nr. 57 100 103.2 
平均） 100 103 2 
Nr. 59 100 102 0 
Nr. 60 100 1019 25 
Nr. 62 100 1021 






















































n~ 1~ l旬 100 100.sl 110.0 ll03 1118 105.8 106.9 
2~ ゲ 100 101.0. 107.8 109.6 ll3.4 106.1 1099 
48/.t 100 102.1 107.2 106.8 113.7 105.4 109.0 
72/.t 100 102.l 104.4 106.2 108.4 103.2 105.5 
}6/.f 100 103.3 106.6 107.3 113.0 105.8 107.0 























7日 100 104.5i 108.5 110 0 116.8 108.1 109.4 
)4/.f 100 106.3 113.9 105.0 105.4 
2V.1 100 102.5 107.8 109.3 114.3 
28ゲ 100 102.4 113.7 113.4 115.8 
35/.f 100 101.4 109.3 113.1 1215 106.7 107.0 
19/.f 100 100 6 110 6 113.2 119.9 106.2 106.0 
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12 l筒 100 100 8 110.4 114.5 1203 106.8 106.8 
24ゲ 100 102.l 1び】.6 120.4 124.2 106.6 106.7 
48ゲ 100 102.4 113.0 119.9 125.8 106.2 106.4 
72,,. 100 103.6 112.2 118.8 123,9 106.5 105.9 
96,. 100 104.4 112 8 118.3 125.2 107.2 106.8 
120 ,. 100 106.0 110.9 118.8 122.2 107.6 107.2 
7日 100 1063 109.3 114.1 121.3 107.5 108.2 
14,. 100 104.6 110.3 112.9 121.7 105.9 105.5 
21,,. 100 104.0 111.2 114.0 120.4 106.6 107.2 
28ゲ 100 102.8 110.9 114.5 121.5 107.0 107.2 
35,,. 100 102.6 110.7 113.8 118.2 106.9 106.6 
49,,. 100 1015 109.2 113.8 120.2 106.5 107.2 






















































































































































































































肝 '? ・・113.4-119.1= -5.7} 9 
血中 / ・.101.0 -100.0 = 1.0 J表
経頚静脈接種にては
左肺に於ける増容素の増加は…106.7-106.6= 0.1）第
貯 / ・124.2-119.1=5.1 > 10




































































































1001 103,ll 107.91 112.叫 116訓 107.ll108.6 
1001 102.ll 108.81 110.8! 114.71 04.81 106ら8
0511 I I I I I I 
" 1001 102ヱI109.31 111刈 116.51108.61 109.3 
1001 102.51 los.11 nu副＇115.81106.81 108.2 
1001 103.11 109.21 110,6: 115日41103.BI 105.2 
1001 104.71 108.81 117.訓 117.41106.61 108.1 
i.o I I I I I I I 1001 104.91 109.81 114.0 117.5' 108.41 113,3 
I I I I I I 
1001胤 21109判112.31凶 β｜別判 108.9
1001 106.0I 10s.11 109.51 114.剖 105.21106.7 
1001 103.51 106.81 108.71 116.41 104.81 108.0 
】.s 1 ~J .I "] I I I 100! 103.0I 108.61 101.21 114訓 104.41109.0 
1叫剛司 107司1船司 115司104.BI1os.2 
1001 102.81 108.71 111.01 116.ll 106.61 110.2 
1001 104.引 1仰 71113.0I 115.71 105.ll 111.0 
2.0 1 I .I I I I I 1001 103刈 109.31111.41 117.61 105.21 110.0 
1001 1純明 109.2i111.81 116.51 105.61 llo.4 
10刷 105.21110.41 Ill.引 116」31107.ll 110.4 
10削 103.21109.31 l的.31112.6i 105.31 108.6 
2.s 1 .I I I I I I 10釧 103.41107.61 109.71 112.41 106.21 109.7 



























































右腕 。IOS)i・ ’B 106.6 。 l.Oの減少
肝 ゲ Il6.5 ， II9 I ， 2.6の減少
牌 ゲ 111.8 ， 113.3 ， I.5の減少
骨髄 。109.2 ’P 109.8 ’E 。ら6の減少

































組 続気注道性コクチゲンtr. 慨に!TIコタチゲyを品’t 肺入 1:於の他店1ifモJレモツの トへ第1間野i
積 第 1回48時間｜第2回総I時間反け楠古手脈汁ー身4後48
類 rlの品付加 flの持I加 応る力日百年li:J日の梢加
左肺 2.4 3.8 1.4 -02 
方肺 -12 ーI0 0.2 -0.4 
肝 -5.4 -26 2.8 6.7 
隣 -6.5 -15 5.0 6.6 
骨髄 -2.6 -0.6 20 5.2 
血液 2.l 3、6 I 5 2.4 




















7. 同名のコ グチゲンの問ー量 （2.0cc）が演静脈内
へ送られた後，それが最初に左右両肺のみを通過した
るに拘らず，肺からは摂取されたる免疫学的の証拠は
無くして却って肝，牌，骨髄等が旺盛にそれを血中か
ら捕捉領取した証左として止時の臓器組織圧出液中に
は既に24時間目～48時間自に最大の増容素の増加を示
し，その稜度は血中に於ける増容素増加率よりも顕著
に大で、あった（第5図をも参照）．
然るに経気道的に免疫元を左肺へ送入する時は，其
の一部分は即時に血行系へ移行するものであるとの確
証があるにも拘らず第1回目にても第2回目に ても
肝，牌，骨髄等が経左肺的に血中から免疫元を繍捉様
’、4
76 日本外科宝曲第23巻第1号
取したる証拠として止持臓器内の治容素が僧産される
響であるのに，その所見は無くして，反対に第1聞で
も第2回でも正常値以下へ増容素の減少を来して居る
のは抑も何政であるか．此の理由は（左肺へ進入し
たる免疫元が血行系〈移行する分量が微量であるが為
に免疫元は血行系内にてのみ寝取し尽され， )f,JI!年，
骨髄等の組働車問包が血行系から捕捉するに7kばζりし
ものか，或は免疫元の侵入を受けたる（左肺と血行
系とのこ方面に於て急速大量の溜容素｛抗体1を必要
とするが為に流血中に免疫元（履貿徴粒子）が浮世詳し
て居っても肝，牌等がそれを捕捉せずして，急、を要す
る方面（左姉と血行系と）へ先づ自家所有の正常値抗
体憎容素量の一部を分割寄与したことに帰するもので
あらう．
先天的の正常抗体含量が，急；必に墜落したる此等臓罷
（肝，牌，骨髄等）にては血中の免疫元物質を捕捉隈
取する能力も亦た急速に墜落すべきは勿論である．そ
れ放に第1回及び第2回の経気道的左肺内コダチグン
送入後左肺内にも血中にも殆んど同一程度の増容索の
増加を示したことは決して左柿の倶取したるコタチゲ
ンと左肺より即時に血行系へ移行したるコタチグンと
は殆んど同一量であることを意味するものではなくし
て，左怖の崎容索はその組織細胞が全部主動的に生成
したるものであるが，血中に立証される僧容素は血行
系の細胞自身が自働的に生成したるものと，靖容素生
産母地としての左肺から早く既に24～48時間中に血中
へ供給されたるものとの総和を意味するものと考へね
ばならぬ．是等の分析的の所見考察は黄色葡萄状球菌
感染防止作用を指標とし（山田評吉防士第6報189頁，
第7報207-208J(l 或は骨髄免疫の研－~に於て（藤岡
十郎博虫，第6報，第13表I詳述されて居る所である．
8. ~往反応の研究によりて血中の抗体含量が正常
値に復帰したることは決して後天的に免疫を自主得して
居らぬとか或はそれを喪失したとかの反証ではな守いこ
とが明白となった．その有無は異名乃三百同名の既往反
応によりて確証されるものである．
既往反応、には局所組織性と会身血行性との2問があ
る.7トー研究じては同一個体に就て同時に左肺組織性既
往反応と全身血行性既往反応とが立証されたものであ
る．
’‘ 』
9. 免疫所i処置を受けて居ない｛悶体に免疫元を接種
したる場合に，それに引続き局所組織内又は血中に発
現する抗体を暫定的抗体と称し，免疫的育）j処置を受け
たりし個体に就て同様の抗体場産が惹起されると，そ
れを動員抗体と呼んで居るが，両者は本来同ーの現象
であって，自家の現に享有して居る自働免疫程度と接
種されたる病原物（免疫元）との相互関係に築いて24
～48時間内外で、局所組織性にも全身血行性にも発現す す
るものである．
10.それ放に例へば病原物の侵入あるか否かに関し
て論ずる場合に，血中の抗体が正常値よりも墜落して
居るか，或は上昇して居る時は其の個体は病原物の侵
入を裳って居るものと考へねばならぬ．此際抗体値の
正常以上の増加そのものは新たなる免疫獲得に向ひつ
つある一つの機伝であるけれども，既に獲得されたる
免疫そのものではないのであって病原物の侵入直前に
その個体の現に享有して居る免疫程度（先実性でも，
後天性でも）の病原物侵入に対する反応でこそある．
此反応（即ち血中抗体の芭帯ぷ上の憎カ日）が立証さ
れて居る聞は病原物の消化管外消化が未だ全く完了せ
ぬ証左であり，此の反応が消失して血中抗体が正常値
に復帰したる時にこそ，病家物の体内破去Pi.I：完了し
たることを意味し，同時に後天的の免疫獲得襟度が最
高度に達成されたことを意味するものと考察されるの
である．此の降期は侵入したる病原物｛免疫元｝の量
や質にも関係すべきは勿論であるが本研ー究の結果及び
教室先人（殊に永井亮二憾土）の報告に依れば大略2
ヶ月にて後天的免疫i得稼度の最大値に達するものと
考察される．既に立証された様に此の時期（本研究で
は免疫元送入後63日）には血中抗体（増容素）は殆ん
ど正常値に復帰（脅恥王多少上昇せり）して居るのであ
るが，差し此時こそ後天性免疫民主得程度の最頂点に達
したる時であろう．
上述の認識に到達するには所謂『感染試験Jの所見
によりても可能であるが，各種組織液の抗菌力を一つ
の連続したる量として数字的曲線的に標示する研究方 ，
法烏潟教室）と両々相待って要するもので・ある．此
の両者の関聯性、同絡悦1に就ては緒言に述べたるが
如く既に十分なるものである．
